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＜助成金情報＞  

 
 ますだすまいる 通信 

 

2024年 1月発行 第125号 NPO市民活動団体情報誌 

皆さまにおかれましてはお健やかに新しい年をお迎えのこととお慶び申し上げます。 

本年もよろしくお願いいたします。 

（ F B ） （ H P ） 

益田市常盤町１番１号 益田市役所連携のまちづくり推進課内 

TEL:0856-31-0600   FAX：0856-23-7708  

 Eメール：ｎｐｏ@city.masuda.lg.jp 

 

※各種助成金の詳細については発信元のホームページ 

または、 

島根いきいき広場（県民活動応援サイト） 

をご覧ください。 

第１３回杉浦地域医療振興助成 

①活動分野 
福祉・医療 

「地域包括ケアの実現」、「健康寿命の延伸」の推進に寄与

する活動を助成する。 

〔助成金額〕 1件につき上限 50万円 

〔申込締切〕 2024年 2月 29日 

第１３回杉浦地域医療振興助成 

②研究分野 
福祉・医療 

「地域包括ケアの実現」、「健康寿命の延伸」の推進に寄与

する研究を助成する。 

〔助成金額〕 1件につき上限 200万円 

〔申込締切〕 2024年 2月 29日 

〔 〕 （公財） 杉浦記念財団 

〔Ｕ Ｒ Ｌ〕 http://sugi-zaidan.jp/smf/reward-new/#grant 

【対象団体】 
NPO法人 

市民活動団体 

※ 任期満了後に続けて就任する場合は、「任期満了と同時に再任」することになりますので、「再任」として届出を 
 

します。任期は２年以内と定められており、長くとも２年に１度は届出が必要です。法務局での手続きも同様です。 
 

（代表者変更の場合は、変更後 2 週間以内に法務局での登記が必要です。） 

 

【変更事由】 
 

（１）新任 

（２）再任（任期満了による再任を含む） 

（３）任期満了 

（４）死亡 

（５）辞任 

（６）解任 

（７）代表者変更 

（８）住所又は居所の異動 

（９）改姓又は改名 

【提出書類】 
 

「新任」の場合 
 

①役員の変更等届出書 

②変更後の役員名簿 

③役員の就任承諾書及び宣誓書の謄本 

④役員の住所又は居所を証明する書面（住民票） 
 

※所轄庁による住民基本台帳での確認を希望する

場合は、「本人確認情報の照会に関する同意書」を

提出してください。 
 

上記を除く変更 
 

①役員の変更等届出書 

②変更後の役員名簿 

役員に関して変更があった場合は、所轄庁に「役員変更届出書」の提出をお願いします。 
 

お 知 ら せ 

２０２３年度後期 アウトドア環境保護基金 

アウトドアフィールドの保全のために活動している全国の団体
に活動資金を助成します。 
 

〔助成金額〕 上限５０万円 

〔申込締切〕 ２月１５日 

〔発信元〕 （一社）コンサベーション・アライアンス・ジャパン 

〔 Ｕ Ｒ Ｌ 〕  https://outdoorconservation.jp/promotion-

support 

環境 

【対象団体】 
NPO法人 

市民活動団体 

２０２４年度 地域福祉振興助成 

障がい者等を支援する福祉活動、ボランティア活動に取り
組む団体・グループに対して必要資金の全部又は一部を助
成します。 

〔助成金額〕 総額６，０００万円 

〔申込締切〕 ２月２９日 

〔発信元〕 （公財）木口福祉財団 

〔Ｕ Ｒ Ｌ〕 https://kiguchi.or.jp/ 

 

福祉 

【対象団体】 
NPO法人 

市民活動団体 

【対象団体】 
NPO法人 

市民活動団体 

 

https://www.ajisaihome.j

p/ 

～特定非営利活動法人あじさい～ 

「令和６年３月に 

本館 新施設 

オープン！！」 

お問い合せ先： 

グループホ－ムあじさい 

TEL 0856-31-0206（担当：武田） 

「 おやこまつり 」 

2 月１７日（土） 

 1０: ３0 ～ 12：30 

会場：益田市総合福祉センター(須子町) 

 人形劇と昼食：ひとり５００円（３才以上） 

 

お問い合せ先 
 

益田おやこ劇場０９０-８２４４-２２０８ 

ホ－ムページ出来ました(^▽^)/♪ ➡ 

https://masudaoyako1972.wixsite.com/home 

※様式については、市のホームページ 

よりダウンロードすることができます。 

ホ－ムページ  ➡ 



 

 

 

 

 

 

そう思う

10名

未記入

2名

とてもそう思う

7名

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市民活動支援センターから報告 

１２月 13 日（水）益田市市民学習センターにて、「令和５年度 市民活

動支援センター交流会」を開催しました。 

令和３年に開催し、今年で３回目となる交流会ですが、益田市内の

NPO 法人 7団体・登録団体 5 団体・地域自治組織 3 団体の計１９名、

ふるさと島根定住財団職員 4名の参加がありました。 

「市民活動支援センター交流会とは？」 
 益田市を拠点として地域活動を行っている団体同士が話す機会を設け、「つながり」をつくるきっかけの場とすること。

又、分野の違う人や多様な主体が交流することで、新しい気づきや発見・アイデアを生むきっかけとすることを目的として

います。組織や立場を超えて協力し合える「つながり」は、とても大きな力となります。交流会をとおして、新しいつながり

が生まれ、今後の地域活動がより一層活発になればという思いで開催しています。 

☆今回の交流会では、【第１部】各団体の自己紹介・協働の取組み発表、 

【第２部】6つのグループに分かれての交流会を実施しました。 

 
◇協働の取組み紹介◇ 

様々な主体がお互いのことを理解し、それぞれの特性や強みを活かして連携・協働することで、新しいアイデアやノウハ

ウを得ることができ、単独で行うよりも高い効果を得ることが期待できます。実際にどんな協働の取組みがあるのか、一緒

に取り組んでどんなメリットがあるのか、２つの協働の事例を紹介していただきました。 

 
◆「つながるご縁」～R3交流会の再会から生まれた「ボッチャ体験会」について◆ 

「ＮＰＯ法人ＮＰＯ－ＭＡＳＵＤＡ」×「益田市身体障害者福祉協会」 

令和３年度の市民活動支援

センター交流会での再会をきっ

かけに、一緒に取組めることが

あるのではと考え実現した事業

です。ＮＰＯ-ＭＡＳＵＤＡが開催

するけやき学園の講座の 1コマ

として「ボッチャ体験」の講座を

開催することが出来ました。 

 

◆ふるさと島根定住財団の交流サイト「しまっち！」を活用した繋がり作りについて◆ 

「ふるさと島根定住財団」×「ＮＰＯ法人 石西防災研究所」 

今回、皆さまからいただいた感想や意見については、今後の支援等に活かして行きたいと思います。 

年末のお忙しい中、市民活動支援センタ－の交流会にご参加いただき、誠にありがとうございました。 

今回、様々な方のお力添えのお陰で、交流会を無事に開催することが出来ました。有難うございました。 

◇交流会で得た、新しい気づきや学び◇ 

・様々な分野で、皆さんが活躍している事を知れて良

かった。 

・意外なところでの繋がりがあるのだと感じた。 

・ゆるやかに繋がることで、地域を元気にできたら良い

です。 

・初めて知った団体が多く、勉強になった。 

・アドバイスをもらえて良かった。 

・他の団体と共通の悩みがあった。 

・組織を動かしていく中で、色々な問題があった事例や

体験が聞けて良かった。 

◆交 流 会◆  司会・進行 ： （一社）豊かな暮らしラボラトリー / 通称 ユタラボ 
 

 

【第 2部】では、ユタラボ職員さんの司会・進行で、6つのグループに分かれてグループトークを行いました。 
 

・前半：各グループ内で、団体名・氏名・活動内容・自分自身がこの活動を頑張っている理由について。 

・後半：今困っていること・夢や希望・一緒に考えたいことなどについて。 

 
【
交
流
会
の
様
子
】 

参加目的について（重複あり） 

【 アンケート結果 】 

【良かった点】 

～ＮＰＯ-ＭＡＳＵＤＡ～ 

けやき学園のテーマ“健康づくり・仲間づ

くり・生きがいづくり”そのものの人気講

座「ボッチャ体験」が生まれ、90 代の方

や車いすの方も参加され喜ばれている。 

～益田市身体障害者福祉協会～ 

参加者に喜んで頂き、2 年続けて開催出

来た。活動の場が広がった。 

石西防災研究所の「事業を

拡大したい・スタッフを増やした

い」という想いと、交流サイト“し

まっち！”の内容が一致。 

”しまっち！”で「初めての防災

キャンプ」などを掲載し、様々な

プログラムに参加することで、

県内外の人や団体と繋がり、ス

タッフも増えた。 

【良かった点】 

～石西防災研究所～ 

事業を分かり易く PR でき、地域の関係

づくりに関心があり、やる気のある人がス

タッフとして来てもらえる。 

～ふるさと島根定住財団～ 

「しまっち！」にある様々なメニューをほぼ

活用して頂けたこと。法人とのお付合い

が増えた。 

交流会の満足について 
今後もこのような交流会が

必要だと思いますか？ 

合計：１９名 

◇感想や要望◇ 
 

・人材不足で困っているので、繋がりを作るこ

とで補えたらと思う。 

・大変いい機会になりました。ありがとうござ

いました。 

・イベント好きの人と話せて良かった。 

・自治組織の出席が少なく残念だった。 

・団体を入れ替えて話をしたかった。 

他団体の活動

に興味がある

10名

新しい気付きや

学びがありそう

13名

自らの団体を知っ

て欲しい、1名

満足 13名

やや不満

2名

非常に満足、

4名


